
 

 

                                            

                                         

 

 

 

 

 

 

学校長 内田敏夫 

2015年（平成 27年）…ひつじ年の始まりです。ひつじ年生まれの人は、従順で温和、

情に厚く親切だそうです。人との争いや対立を嫌うため、人間関係もいたって良好との

ことです。 

未（ヒツジ）は、動物にあてはめると羊（ヒツジ）となります。2015年の干支は「乙

未」（きのとひつじ）となります。ここで、年末にお知らせした「未」と「羊」につい

てもう一度考えてみましょう。 

「未」という字は、枝が茂っている木の形で、まだ枝が伸びきっていない部分を描い

たものだといわれています。本来の読みは「ミ」。未来、未熟、未明、未満などの言葉

があります。子（ネ）から始まり亥（イ）に至る植物の発達段階を十二段に分けて表し

たもので、未は、まだ熟しきらない成長途上の植物を表しているそうです。つまり未熟

の「未」という意味だそうです。 

「羊」という字は、ヒツジを正面から見たときの、角と上半身を表した形です。後ろ

足までの全体を表した形が「美」で、成熟したヒツジの美しさを表しているそうです。

羊は、私たち人間にとって古くから家畜として親しまれ、羊の毛は織物、肉や乳は食用

にされるなど、大変身近な動物です。このように「ヒツジ」について述べましたが、今

年は、大変多忙な一年になりそうです。 

2015年（平成 27年）は、高校生スポーツ最大の祭典と言われている全国高校総合体

育大会（インターハイ = I.H）と「紀の国わかやま国体」(国体)・「紀の国わかやま大

会」(全国障害者大会)が開催されます。 

I.Hは、「風になれ今青春が走りだす」のスローガンのもと和歌山県を拠点に近畿２

府４県で開催されます。かつて I.Hは全国 47 都道府県が持ち回り開催をしていました

が、開催地の負担軽減を目的に地区ブロックでの開催に４年前からなりました。和歌山

では、総合開会式と陸上・剣道・ヨットの３競技が７月２８日～８月１６日にかけて開

催されます。 

 一方、紀の国わかやま国体・紀の国わかやま大会は、「躍動と歓喜、そして絆」のス

ローガンのもと開催まで 10 カ月を切りました。国体は、22 競技、74 種目からなる大会

で、昨年の長崎国体では 15 位でした。紀の国わかやま国体は 9 月 26 日に、紀の国わか

やま大会は 10月 24日にいずれも紀三井寺公園陸上競技場で開会式を迎えます。  

本校では、私と二人の教員が陸上競技の審判等で関係していますが、事務職員の太田

さんは女子ボート競技の選手兼監督として出場します。私たちは、太田さんの頑張りを

チーム宮前として支え、職場をあげて応援していきたいと思っています。また、子ども

たちも「各県の応援旗」を作成したり、たくさんの花をプランターで育てて歓迎したり

と大忙しになりそうです。 

本県を訪れる選手や関係者の方々に、「ええとこやな… 

また和歌山に来たいな…」と思ってもらえる、いや思わせ 

る「おもてなし」をしたいものです。本県では、競技会場 

や道路、学校、駅等にポーチュラカ・マリンゴールドなど 

８種類の花３万プランターで飾る予定だそうです 
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